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被害種類 認定基準

住家全壊
（全焼・全流失）

住家がその居住のための基本的機能を喪失したもの、すなわち、住家全部が倒壊、流失、埋没、焼失したもの、または住家の損
壊が甚だしく、補修により元通りに再使用することが困難なもので、具体的には、住家の損壊、焼失若しくは流失した部分の床面
積がその住家の延床面積の70%以上に達した程度のもの、または住家の主要な構成要素の経済的被害を住家全体に占める損
害割合で表し、その住家の損害割合が50%以上に達した程度のものとする。

住家半壊
（半焼）

住家がその居住のための基本的機能の一部を喪失したもの、すなわち、住家の損壊が甚だしいが、補修すれば元通りに再使用
できる程度のもので、具体的には、損壊部分がその住家の延床面積の20%以上70%未満のもの、または住家の主要な構成要
素の経済的被害を住家全体に占める損害割合で表し、その住家の損害割合が20%以上50%未満のものとする。

大規模半壊
居住する住家が半壊し、構造耐力上主要な部分の補修を含む大規模な補修を行わなければ当該住宅に居住することが困難
なもの。具体的には、損壊部分がその住家の延床面積の50%以上70%未満のもの、または住家の主要な構成要素の経済的
被害を住家全体に占める損害割合で表し、その住家の損害割合が40%以上50%未満のものとする。

中規模半壊

居住する住家が半壊し、居室の壁、床又は天井のいずれかの室内に面する部分の過半の補修を含む相当規模の補修を行わ
なければ当該住宅に居住することが困難なもの。具体的には、損壊部分がその住家の延床面積の30％以上50％未満のもの、
または住家の主要な構成要素の経済的被害を住家全体に占める損害割合で表し、その住家の損害割合が30％以上40％未
満のものとする。

半壊
住家半壊（半焼）のうち、大規模半壊、中規模半壊を除くもの。具体的には、損壊部分がその住家の延床面積の20％以上
30％未満のもの、または住家の主要な構成要素の経済的被害を住家全体に占める損害割合で表し、その住家の損害割合が
20％以上30％未満のものとする。

準半壊
住家が半壊又は半焼に準ずる程度の損傷を受けたもので、具体的には、損壊部分がその住家の延床面積の10％以上20％
未満のもの、または住家の主要な構成要素の経済的被害を住家全体に占める損害割合で表し、その住家の損害割合が10％
以上20％未満のものとする。

（注）
（１） 住家被害戸数については「独立して家庭生活を営むことができるように建築された建物または完全に区画された建物の一部」を戸の単位として算定するものとする。
（２） 損壊とは、住家が被災により損傷、劣化、傾斜等何らかの変化を生じることにより、補修しなければ元の機能を復元し得ない状況に至ったものをいう。
（３） 主要な構成要素とは、住家の構成要素のうち造作等を除いたものであって、住家の一部として固定された設備を含む。

災害の被害認定基準について
（令和３年６月24日付府政防６７０号内閣府政策統括官（防災担当））

2



災害に係る住家の被害認定調査フロー
（プレハブ・木造 地震による被害の例）

（１）外観による判定

①一見して住家全部が倒壊
②一見して住家の一部の階が全部倒壊
③一見して住家全部が流出又はずり落ち

④地盤の液状化等により基礎のいずれかの辺が全部
破壊かつ基礎直下の地盤が流出・陥没

⑤地盤面の亀裂が住家直下を縦断・横断

（２）傾斜による判定

外壁又は柱の傾斜が1/20以上

住家の損害割合

50％以上

40％～50%

30％～40%

10％～20％

いずれにも該当しない

該当しない
（３）部位による判定

基礎の損傷率が75％以上

該当しない

※第２次調査から行う場合もある。【第１次調査】

20％～30%

10％未満

全壊

全壊

大規模半壊

中規模半壊

半壊

準半壊

一部損壊

部位別構成比
屋根 ：１５％
壁（外壁）：７５％
基礎 ：１０％

外から見える部位による判定
（＝建物に立ち入らない）

いずれかに
該当すれば

被災者から
申請が
あった場合

（１）外観による判定

①一見して住家全部が倒壊
②一見して住家の一部の階が全部倒壊
③一見して住家全部が流出又はずり落ち

④地盤の液状化等により基礎のいずれかの辺が全部
破壊かつ基礎直下の地盤が流出・陥没

⑤地盤面の亀裂が住家直下を縦断・横断

（２）傾斜による判定

外壁又は柱の傾斜が1/20以上

住家の損害割合

50％以上

40％～50%

30％～40%

10％～20％

いずれにも該当しない

該当しない
（３）部位による判定

基礎の損傷率が75％以上

該当しない

各部位の損傷程度等（及び傾斜）
から住家の損害割合を算定する。

【第２次調査】

20％～30%

10％未満

全壊

全壊

大規模半壊

中規模半壊

半壊

準半壊

一部損壊

部位別構成比
屋根 ：１５％
柱（又は耐力壁）：１５％
床（階段を含む） ：１０％
外壁 ：１０％
内壁 ：１０％
天井 ： ５％
建具 ：１５％
基礎 ：１０％
設備 ：１０％

建物内部も含めた部位による判定

いずれかに
該当すれば

住家の損害割合＝Σ（部位別構成比×各部位の損傷率） 対象の部位の損傷状況（損傷部分の割合や損傷程度）を調査し、左記の計算を実施

各部位の損傷程度等（及び傾斜）
から住家の損害割合を算定する。
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災害に係る住家の被害認定調査フロー
（非木造（鉄骨造、鉄筋コンクリート造） 地震による被害の例）

（１）外観による判定

①一見して住家全部が倒壊
②一見して住家の一部の階が全部倒壊

（２）傾斜による判定

①外壁又は柱の傾斜が1/30以上
②（基礎ぐいを用いる住家について、）外壁又は柱の傾斜が

1/60以上かつ最大沈下量又は最大露出量30cm以上

住家の損害割合

50％以上

40％～50%

30％～40%

10％～20％

いずれにも該当しない

（３）部位による判定

柱又は梁の損傷率が75％以上

該当しない

※第２次調査から行う場合もある。【第１次調査】

20％～30%

10％未満

全壊

全壊

大規模半壊

中規模半壊

半壊

準半壊

一部損壊

部位別構成比は、次の
ア又はイの区分による。

ア．柱の損傷で判定
柱（又は梁） ：６０％
雑壁・仕上等 ：２５％
設備等（外部階段を含む。） ：１５％

イ．外壁の損傷で判定
外壁 ：８５％
設備等（外部階段を含む。） ：１５％

外から見える部位による判定
（＝建物に立ち入らない）

いずれかに
該当すれば

被災者から
申請が
あった場合

【第２次調査】

住家の損害割合＝Σ（部位別構成比×各部位の損傷率） 対象の部位の損傷状況（損傷部分の割合や損傷程度）を調査し、左記の計算を実施

各部位の損傷程度等（及び傾斜）
から住家の損害割合を算定する。

該当しない

（１）外観による判定

①一見して住家全部が倒壊
②一見して住家の一部の階が全部倒壊

（２）傾斜による判定

①外壁又は柱の傾斜が1/30以上
②（基礎ぐいを用いる住家について、）外壁又は柱の傾斜が

1/60以上かつ最大沈下量又は最大露出量30cm以上

住家の損害割合

50％以上

40％～50%

30％～40%

10％～20％

いずれにも該当しない

（３）部位による判定

柱（又は耐力壁）又は梁の損傷率が75％以上

該当しない

20％～30%

10％未満

全壊

全壊

大規模半壊

中規模半壊

半壊

準半壊

一部損壊

いずれかに
該当すれば

各部位の損傷程度等（及び傾斜）
から住家の損害割合を算定する。

該当しない

部位別構成比
柱（又は耐力壁） ：５０％
床・梁 ：１０％
外部仕上・雑壁・屋根 ：１０％
内部仕上・天井 ：１０％
建具 ： ５％
設備等（外部階段を含む。）（住家外）： ５％

（住家内） ：１０％

建物内部も含めた部位による判定
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災害に係る住家の被害認定調査フロー
（液状化等の地盤被害による被害の例）

被災者から
申請が
あった場合
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地盤被害における住家の被害認定調査の潜り込み判定について（１次）

床上1ｍまでのすべての部分が
地盤面下に潜り込み

全 壊
損害割合
５０％以上

床までのすべての部分が
地盤面下に潜り込み

大規模半壊
損害割合
４０％以上

基礎の天端下25cmまでのすべての部分が
地盤面下に潜り込み

半 壊
損害割合
２０％以上

液状化、斜面崩壊、土砂堆積等の地盤被害により損傷した住家の場合、潜り込みによる

簡易な判定が可能

➢ 上表のいずれの場合にも該当しない住家については、別途詳細な調査が必要。
➢ 被災者からの申請により、第２次調査及び再調査として、住家内へ立入り、詳細な調査を行うことも可能。

床上1ｍ
潜り込み

床上
潜り込み

基礎の
天端下25㎝
潜り込み
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階の損害割合＝Σ（各部位の損傷率×部位別構成比×
当該階の面積
全ての階の面積

）

住家の損害割合

各部位の損傷率※

＝
程度Ⅰの部分の面積
各階での部位の全面積

×１０％

＋
程度Ⅱの部分の面積
各階での部位の全面積

×２５％

＋
程度Ⅲの部分の面積
各階での部位の全面積

×５０％

＋
程度Ⅳの部分の面積
各階での部位の全面積

×７５％

＋
程度Ⅴの部分の面積
各階での部位の全面積

×１００％

部位別構成比（木造・プレハブ）

屋根

柱（又は耐力壁）

床（階段を含む）

外壁

内壁

天井

建具

基礎

設備

１５％

１５％

１０％

１０％

１０％

５％

１５％

１０％

１０％

＝主要階の損害割合 ＋その他階の損害割合

＝主要階の損害割合×1.25 ＋その他階の損害割合×0.5

いずれか

高い方

※主要階の価値を考慮

※基礎及び設備は別に算出

基礎＝損傷基礎長／外周基礎長

設備＝浴室30％、台所30％、水廻りの衛生設備、ベランダ等40％を上限に算定し、その他の設備も算定可能 7

住家の損害割合の算出方法
（木造・プレハブ 地震による被害の例）



階の損害割合＝Σ（各部位の損傷率×部位別構成比×
当該階の面積
全ての階の面積

）

住家の損害割合

各部位の損傷率※

＝
程度Ⅰの部分の面積
各階での部位の全面積

×１０％

＋
程度Ⅱの部分の面積
各階での部位の全面積

×２５％

＋
程度Ⅲの部分の面積
各階での部位の全面積

×５０％

＋
程度Ⅳの部分の面積
各階での部位の全面積

×７５％

＋
程度Ⅴの部分の面積
各階での部位の全面積

×１００％

部位別構成比（非木造）

柱（又は耐力壁）

床・梁

外部仕上・雑壁・屋根

内部仕上・天井

建具

設備等 【住家外】

（外部階段を含む。）【住家内】

５０％

１０％

１０％

１０％

５％

５％

１０％

＝主要階の損害割合 ＋その他階の損害割合

＝主要階の損害割合×1.25 ＋その他階の損害割合×0.5

いずれか

高い方

※主要階の価値を考慮

※設備等は別に算出

設備等（住家外）＝高架水槽・受水槽、外部階段等の外部から目視できる設備

設備等（住家内）＝浴室30％、台所30％、水廻りの衛生設備等40％を上限に算定し、その他の設備も算定可能 8

住家の損害割合の算出方法
（非木造（鉄骨造、鉄筋コンクリート造） 地震による被害の例）



住家被害認定調査票（木造・プレハブ 地震）（１次Ａ／１次Ｂ）
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10

住家被害認定調査票（木造・プレハブ 地震）（１次Ｂ（基礎・屋根））



11

住家被害認定調査票（木造・プレハブ 地震）（１次Ｂ（外壁））



12

住家被害認定調査票（木造・プレハブ 地震）（２次）



13

住家被害認定調査票（非木造（鉄骨造、鉄筋コンクリート造） 地震）（１次／２次）



14

住家被害認定調査票（木造・プレハブ 液状化等の地盤被害）（１次／２次）



15

住家被害認定調査票（非木造（鉄骨造、鉄筋コンクリート造） 液状化等の地盤被害）（１次／２次）



※「災害に係る住家の被害認定基準運用指針 令和６年５月 内閣府（防災担当）」より

応急危険度判定の判定結果の活用（運用指針）
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応急危険度判定
(全国被災建築物応急危険度判定協議会)

被災度区分判定
（（一財）日本建築防災協会）

目的
・被災後の人命に係わる二次的災害防止
・被災建築物の当面の使用の可否の判定

・被災建築物の恒久的使用の可否の判定
・構造的な復旧の要否の判定

評価 危険／要注意／調査済 倒壊／大破／中破／小破／軽微

判定基準
建築物や落下転倒危険物の危険度
※「瓦の全面的なずれ・破損」や「看板・機器類の落下
の危険有り」が１項目でもある場合には「危険」と判定。

構造躯体の損傷状況から残存する耐震性能を評価
※評価及び震度階級を基に復旧の要否（補修、補強、
解体）を判定。

判定方法
・原則、外観調査
・要望に応じて、内部調査も実施

外観及び内部調査

判定対象 市町村が設定した要判定区域内の住宅・建築物 地震により被災した住宅・建築物

実施主体 市町村が実施（要請により都道府県、国が支援） 建物所有者の依頼に応じて実施

判定者 応急危険度判定士（行政又は民間の建築士等） 民間の建築士

有償・無償 無償 有償

応急危険度判定と被災度区分判定
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航空写真等を用いた「共同調査」の実施（R6.1.18損保協会公表資料）
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共同調査の認定結果公表（R6.2.9損保協会公表資料）
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共同調査で「全損建物」を認定（R6.3.1損保協会公表資料）
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